


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宿泊客合計 ホテル・旅館 公共宿泊施設 民宿 


























































年度 定路線交通機関 貸し切りバス 自家用車 その他
１９７５ ２，５００ ０ １０，５００ ０
１９８０ １０，１００ ８，４００ １０２，４８０ ９，８２９
１９８１ １０，８００ ６，２７５ １１０，２００ １３，４９４
１９８２ ７，３３０ １０，７００ １１６，４４５ １２，２００
１９８３ ７，０３０ ９，６５０ １３２，５２６ １１，９００
１９８４ １２，０００ ２３，０００ １６７，５２６ １０，０００
１９８５ １３，０００ ２５，０００ １８６，３００ １０，０００
１９８６ ５７，０００ ３０，０００ １９６，０００ １，０００
１９８７ ６３，０００ ３２，０００ ２０６，０００ １，０００
１９８８ ６７，０００ ３０，０００ ２０２，０００ １，０００
１９８９ ６７，０００ ３０，０００ ２０３，０００ １，０００
１９９０ ９０，０００ ３０，０００ ２０４，０００ １，０００
１９９１ ９４，０００ ３３，０００ ２２０，０００ １，０００
１９９２ ９５，０００ ３４，０００ ２２８，０００ １，０００
１９９３ １００，０００ ４０，０００ ２３２，０００ １，０００
１９９４ １０９，０００ ５２，０００ ２４５，０００ １，０００
１９９５ １４２，０００ ６８，８００ ３１７，５００ １，０２０
１９９６ １１４，０００ １９５，８４０ ２１４，６４０ １，００２
１９９７ １１２，８６０ １８７，３６０ ２２５，６４８ １，０００
１９９８ １１４，９３６ １９２，３９７ ２３０，５９０ １，０００
１９９９ １１０，５４４ １８９，１３１ ２２３，７０８ ５２４
２０００ ７０，４１３ １６７，４１１ ２８８，３８９ ５００
２００１ ７６，４６７ １７２，１３１ ２９３，０８９ ５００
２００２ ７２，４１６ １７２，８５３ ２９４，３２９ ５０７
２００３ ７５，７１２ １６９，８５７ ２８９，２３５ ５０３
２００４ ８２，４６９ ２０１，９２５ ３２７，２４１ ６１７
３町合計 ８７，６２８ ２５３，７３１ ５１８，２６２ ２，８６０
表５ 内子町来訪者の利用交通機関別内訳
（出所）同上。

































































































































































































































































































































































































































































































































































３２ 松山大学論集 第１８巻 第３号
能を高めるとともに，住民の主体的取り組みが芽生え始めているグリーンツー
リズムの支援機能の強化が期待される。
内子町は２００５年１月１日に，旧五十崎町・小田町と合併し，行政エリアが
拡大した。旧五十崎町は，小田川の自然石による住民参加型護岸工事を全国的
にも早くから取り組むとともに，古くから手漉き和紙の産地であったことか
ら，４００年の伝統を誇る大凧合戦と五十崎凧博物館の整備などに取り組んでき
た。また，旧小田町は行政域が四国山地まで広がる自然景観に恵まれた地域で
あり，小田深山渓谷や城の台公園を中心とした地域づくり，スキー場の開発な
どに取り組んできた地域である。合併は，旧内子町を対象とした観光振興計画
だけではなく，それぞれの地域の特徴を活かし，相互に連携した新しい観光振
興計画の立案を迫っている。新内子町の地域づくりの課題は，旧内子町におけ
る地域づくりを継承発展させると同時に，旧五十崎・小田町の地域づくりと統
合した総合的な地域政策を立案し，相乗効果を発揮させることであろう。この
点についての検討は別稿の課題としたい。
３７）内子町役場資料より。
内子町における地域づくりと観光振興政策 ３３
